









































































































あったと思います。平河内ゼミではCurrentIssues in Linguistic Theory等の論
文をゼミ生が分担して発表しながら、文法理論で取り上げられる諸問題につ
いての基本的な理解を深めました。平河内先生には大学院の修士課程に進ん
でからも 2年間、指導教授としてお世話していただきました。大石ゼミにお
いてもLinguisticInqui1アなどに掲載された論文をやはり分担して読むことで、
当時の言語学における最先端の議論を垣間見ることができました。最も印象
深かったのは、コピーにコピーを重ねたためか文字の判読が難しくなるほど
に潰れた箇所のある、当時まだ出版前だったBarriersの原稿を“解読”しなが
ら読んだことでした。最新の知見に触れているという知的興奮を感じながら
熟読玩味した時間は、何事にも代えがたいものでした。英語という言語につ
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いての理解を多少なりとも深めることができたとすれば、それはお二人の先
生のゼミで鍛えていただいたからにほかならないのです。
学部時代から修士課程修了まで、長谷川松治先生にも大変お世話になりま
した。大学院では、正規の講座でもラテン語の読書会でも予習が全く追いつ
かず、当時は気の遠くなる思いでしたが、それでも長谷川先生は折に触れて
目をかけてくださいました。ある時、関西方面で閲かれた学会に行った帰り
にお土産を持ってご自宅に伺い、「名古屋のういろうです。お口に合うとい
いのですが…jと言ってお渡しすると、「名物にうまいものなしと言うんだよ。
いや、悪いね。Jとおっしゃって受け取ってくださいました。その後は学会
に行くと必ず、出来るだけうまそうなその土地の名物を調達しては、玄関先
で短時間、学会の報告をしに足を運ぶようになりました。院生としては甚だ
不出来だった私は、修士課程修了に際して長谷川先生に手紙を書き、それま
でのご指導に感謝していること、そして教員という立場になるからこそ学ぶ
姿勢は持ち続けたいということをお伝えしました。今、生徒の前で勉強しな
い理由はいくらでも見つけることができると話をする時、それはそのまま私
自身に向けた言葉となり、あの時の初心を再確認するのです。
3.おわりに
今振り返って改めて強く思うのは、東北学院大学は学びの場であり、出会
いの場であったということです。在学中は多くの先生方にひとかたならぬお
世話になりました。しかし、それは直接的に講義等で指導してくださった先
生方とは限りません。実際、授業という接点が全くなかった先生方からもよ
く励ましていただきましたし、研究室でお話ししたり食事に行ったりしたこ
とも思い出深いものがあります。初めて英文研に伺った時には名前で声をか
けてもらい、驚いたこともありました。そうした場における何気ない会話の
中から、有形無形の影響がなかったとは決して思えないからです。
私が東北学院大学という場で学んだことを発信することによって、生徒た
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ちの英語の理解が少しでも深まり、ことばに興味を持ってくれれば幸いなこ
とです。そしてもし、彼らの中に学び続けたいという思いが生まれたならば
これほど嬉しいことはないと思いながら、高校生たちと接しています。教員
生活は現在の元号と同じ長さですので、年々、生徒たちとの年齢的な差は広
がる一方です。しかし、知的好奇心という面では彼らと常に同じ土俵に立っ
ていたい。定年が遠い先のことでなくなりつつある現在、このような思いで
生徒たちと接しています。
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